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PACS（Picture Archiving and Communication Systems）は、今年でその誕生から 30 年を迎えます。





 こうした中で、今後の PACS においては、データの発生量が幾何級数的に増えるなか、医用画像情報
をいかに効率的に活用し、また安全に管理するか、といった課題が見えてきています。 
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 最後にセキュリティ・コンプライアンスの観点ですが、「医知の蔵」サービスは、医療分野における










 （※このうち、経済産業省の発行するガイドラインについては、平成 24 年 2 月末現在、内容の一部に
ついて改訂案が出され、これに対する意見募集が行われています。当会誌の発刊される 4 月時点におい
て、改訂ガイドラインが発行されている可能性がありますが、弊社としても、現行および改訂後のガイ
ドラインを踏まえた運用のための体制を整えています。） 
 医用画像データ外部保管サービスについて、契約関係という観点では、お客様である医療機関との信
頼関係に基づきサービスをご提供させていただいておりますが、GE ヘルスケアでは、このサービスに
関わる職員の一人ひとりが、医療機関における運用だけでなく、お預かりするデータの先にある患者様
の視点についてもできる限り理解するように努め、日々の業務に携わっています。 
 
 クラウド利用によりもたらされる便益としての、固定資産の圧縮、情報システムに対する投資の平準
化、データ管理業務のアウトソーシング、メディア管理負担の軽減、大規模災害から患者情報を守るデ
ィサスターリカバリーを、公共性、事業継続性、セキュリティ・コンプライアンスを踏まえたうえで「信
頼」とともにご提供するサービスとして「医知の蔵」をこれからも育てていければと考えています。 
 
